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mine 濃度 は 低下 し，水分量 は 増加す る と述 べ て お りま

す ．

　200．　 ヒ ト子 宮頚 部の 酸性 ム コ 多糖類 に 及ぼ す各種 ホ

ル モ ン 効果

　　　 （名古屋市 立大）

　　　　　　　中谷　剛彬，八 神　喜昭 ，水 野 金
一

郎

　　　　　　　近藤東洋夫，山 出　 満 尚 ，田 中 　 正 司

　　　　　　　可 匿木久幸

　子宮頚部 は 妊娠時 に 著明 な軟化 を 示 す が ，頚部結合織

基 質中 の 強い 親 水 性 を もつ 酸性 ム コ 多糖類が 軟化 の 大き

な因子 と考え られ ， こ れ に 又妊娠中 に 増加或 は 産生 され

る 各種 ホ ル モ ン に よ つ て 左右 され る こ とが推 察 され る ．

　 し た が つ 従非妊時 に 各種 ホ ル モ ソ 及 び プ ロ ス タ グ ラ ン

デ ィ ン E
， 投与 し，摘出 した チ宮頚部 よ り酸性 ム コ 多糖

類 を 抽出 し ，量 的 ，質的 な効 果 を 調 べ 軟 化 機序 に つ い て

検討 し た ．

　材料 は 非妊無処 置群 ，妊娠群 ，各種 ホ ル モ ン 処置群，

及 び プ ロ ス タ グ ラ γ デ ィ ン E，処 置群 の 総数88例 の 摘出

子宮頚部を用 い た ．実験方法は 頚部組織を 脱 脂 乾燥 し ，

Karl　 Meyer の 方法 に て 抽出 し，　 Dische の carbaz 。le

法 に て ウ ロ ン 酸を定量 し た ，次い で 二 糖 マ
ッ

ビ ソ グ法 に

て 分画定量 を行 つ た ，乾燥組織重量 lg あた りの 総 ウ ロ

ン 酸の 平均値は ，非妊無処置群 8・1μ mo 】e，妊娠初期群

10・6μmoIe
， 妊娠米期群 14．4μmole

，
　 estriol 処置群 13．3

μ
mole

，
　 estradiol 処置aVl3．1μmele

，
　 progesterone処置

群8・5μmole
，
　 estri 。1 と progesterone処 置群 8．0μm 。 le，

estradio1 と progesterone処re群　7・1μmole ，　 IICG 　処置

群8．5μmole
，　 DHAS 処置群 12・1μmole ，　 PGE ・ 6m9 処

置群 10 ・4μmole ，　 PGE210mg 処置群 10．3＃mole ，　 PGE2

12mg 処置群 12・3μmole
，
　 PGE

，
12mg と estradiol 処置

群 15．4μ mole ，　 PGE ， 12mg 　と　estradio1 と　progesterone

処置群 12，5μ mole ，　 PGE ，12mg と progesterone処 置群

12・3μmole で あ り，妊娠 の 経過 i・L 伴 な い 増加 し，又

estrogen 及 び PGE
， の 処 置 で 増 加 し，estrogen と PGE2

処置群 に て 著増を示 し た ．分画 で は 各群 に て dcrmatan

sulfate が大部分を 示 し，　 estri ・ 1 処置群 ，　 estradiol 処置

群 に て chondroitin 　69ulfate，　 chondroitin 　4　 sulfate ，　der．

matan 　sulfate の 軽度増に 反 し ，　 h｝
・alurQnic 　 acid が 著増

を 示 した ．子 宮頚部軟化機序 を 酸性 ム コ 多糖類 の 変 化 に

求 め ，更 に そ れ を支 配 す る ホ ル モ ン 環 境 を 検 索 し，酸 性

ム コ 多糖類そ の 中で も強 い 親水 性 を示 す ピ ア ル Pt ン 酸の

著明 な変化 と子宮頚部軟化 との 強 い 関係 が示 された 、

　 201 ． メ トロ イ リ
ー

ゼ に よ る陣痛発来周 辺 の ホ ル モ ン

動 態 と CAP の 消長 に つ い て

　　　 （東京浜 田病 院 ）

　　　　　　 町 田 　造通，小畑　英介，岡 田紀 ＝ 男

　 メ ト ロ イ リ ーゼ に よ り陣痛 を誘発 し 得 る こ と は 周知 の

事実で あ る ．未だ 禾解決の こ の 機序 を さ ぐる 目的 で ，風

船 メ ト 卩 （以 下 メ ト 卩 ）挿 入 法 に よ り陣 痛誘 発 を 行 な い ，

母 体 面中諸ホ ル モ ソ 及 び CAP 活 性 を 測 定 し，陣痛発来

との 関係 を検討 した ．

　方法 ： 計 画 分 娩 を 目的 と した 妊娠 37〜41週 （平均39

週 ）の 正 常妊 婦27 人を 対象 に ， 外計測法 に て メ ト 卩 挿 入

1時 間 前か ら陣痛の な い こ とを確認 し ，メ ト ロ 挿 入 1時

間 前 ，直 前 ，陣痛発来時及 び メ ト 卩 脱出直前 （分娩第

1 期末）に 肘静脈 よ り採血 し，オ キ シ ト シ ン （OX ），
ブ P ゲ ス テ 卩 γ （P ）及 び エ ス ト ロ

ー
ゲ ソ （E ） 3 分画

（E，，Ez，　E ，） を radioimmunoassay に て
，
　 CAP 活性を

Watson 法変法 に て 測定 した ．

　成績 及 び 考案 ；60分以 内 に 60器，120分以内 に 81％ に ，

そ し て 残 りも300分以 内に 陣痛が 発 来 し た ．OX は メ ト

卩 挿入 まで 減少 傾向に あ り，以後増加傾向 を 示 した ．

CAP 活性 は メ ［
・

ロ 挿 入 前 か ら減少 傾 向 に あ り，陣痛 発

来時有意に 減少 した ．そ し て メ ト ロ 挿入 直前の oX 濃

度 と CAP 活性 との 聞 に 負の 柑関がみ られ た こ とな どか

ら，OX に 著 明 な 増 加 が 認 め られ な くて も，局 所で の

OX 活性 の 上 昇 は 想像 に 難 くな い 、　 P は メ F ロ 挿 入 前

ま で 有意 に 増加 し ，以後減少 し た ．E の 3 分画共 メ ト Pt

挿入 前 は 増 加 傾向を ，陣痛発来時 E，は 不 変 ，E2 は 減

少 ，E3 は 増加 の 傾向を示 し た ．　E 、 の メ ト ロ 挿入 白瑚 値

と，CAP 活性 の メ ト ロ 挿入 直 前 と陣 痛 発 来 時 の 差 ，と

の 問 に 負の 相関 がみ られ た が ，こ れ は メ ト 卩 挿入 直前 の

E2 濃度 が 陣痛発来時の CAP 活性 の 低下 に大 き な 影響

を 与え る こ とを 意味 し，E
， は E の 中 で も活性 が 強 く，

E が OX に 対 す る 子宮筋 の 感受性 を増加 させ る とい う

説 と合わ せ て 考え た 時 ，興 味 あ る成 績 で あ る．

　 ま と め ： メ ト ロ 挿 入 前の OX 濃度 と CAP 活性 は 負

の 相関 を 示 し ， 陣痛発来時 に CAP 活性 の 著明 な減少が

み られ た．こ れ は メ ト 卩 挿 入 直前 の E2 濃度 1こ影響 され

た ．こ れ か ら メ 1・卩 に よ る 陣痛発来 に CAP 活性 の 低 ド

が 大 き く関 字して い る こ とが 考え られ た ．

　質 問 　　　　　　　　　　 （口本医大）鈴村　正 勝

　陣 痛 発 来 時 の E ，P の 変 化 お よ び CAP の 減少 は ，ど

の よ うに し て お こ る とお 考え で す か ？

　答弁　　　　　　　　　　（浜 田病院 ） 町 田　浩通

　 P は 細胞膜 の 透過性 に影 響 を ケえ．，そ の 減 少 は 細 胞 内
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